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調布市議会 平成２７年第三回定例会報告会

厚生委員会

当委員会の審査決算（人件費を除く）

高齢者、障がい者のくらしや福
祉、介護保険や介護サービス、
国民健康保険、予防接種などの
健康や、くらしに関することなど

０〜１８歳までのこどもに関する
こと、子育て支援・幼稚園・保育
園・学童クラブのこと、青少年の
育成など

福祉健康部 子ども生活部

約244億円 約142億円

市政で担当している主な分野



構成議員紹介
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◎井上 耕志

◎委員長

○副委員長

元木 勇

○武藤 千里 榊原 登志子

内藤 美貴子

狩野 明彦

二宮 陽子
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本日の報告事項

厚生委員会

① 児童虐待対策について

② 地域福祉コーディネーターの充実について

福祉関連施策 ・ 子ども関連施策の審査



児童虐待の現状と問題点-1
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東京都の児童相談件数
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約２.４倍



児童虐待の現状と問題点-２
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全国の児童虐待による死亡事例件数
（無理心中を除く）

平成22年 51人
平成23年 58人
平成24年 51人
平成25年 69人

調布市では現在まで ０人



調布市の児童相談件数
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児童虐待 主たる虐待者
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子ども家庭支援センター（すこやか）

児童虐待防止対策 - 1
→ 相談・通報件数増

意識の高まり、顕在化
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調布市要保護児童対策地域協議会

児童虐待防止法の改定
（平成16年10月）

すこやか 調布学園

協議会メンバー拡充の確認・要望 → 警察や病院など

児童虐待防止センター → 職員の増員を要望し確認



児童虐待防止対策 - 2
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子育て家庭・母子家庭の支援の充実

「こんにちは赤ちゃん事業」生後４ヶ月までの家庭訪問

生後１か月までに全戸家庭訪問を要望

妊娠・出産・産後のケア

講習会・交流事業、一時保育の拡充を要望



児童虐待防止対策 - 3
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先進事例：大村市への行政視察

児童虐待防止推進活動

（オレンジリボンキャンペーン）
１、チラシの作成配布、庁用車へのステッカー貼付

２、保育フェアでの啓発

３、広報・のぼり・垂幕・オレンジリボン着用



児童虐待防止対策 - 3
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先進事例：大村市への行政視察



地域福祉コーディネーター
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これからの地域福祉は住民が身近なところ、住み

慣れた地域の日常生活圏の中で総合的な相談や

支援が受けられる仕組みが必要です。 住民活動

や民間との協働によって、そのような支援を横断的

につなぎ、制度のはざまで苦しんでいる方々の問

題を解消していくのが地域福祉コーディネーターの

役割です。



地域における現状と問題点
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認知症の周知と支援
• 65歳以上の認知症の現状
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健常者

約280万人

約160万人

約380万人

ＭＣＩの人

（正常と認知症の
中間状態の人）

生活自立度Ⅰ、又は要介
護認定を受けていない人

介護保険制度を利用
している認知症高齢者
（生活自立度Ⅱ以上）

認知症有病者
約439万人
（全体の15％）



認知症の周知と支援
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調布市における認知症高齢者の状況

Ⅱ以上 163 240 673 1,209 2,202
Ⅰ以上 73 164 353 541 778

要介護認定 384 709 1,478 2,374 3,797
人口 12,231 11,064 9,358 7,076 5,827
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認知症の周知と支援
• 認知症サポーター養成講座

平成２７年１０月８日
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調布市では現在４地域に配置されている
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地域福祉コーディネーター

1０か所の福祉圏域にそれぞれ
配置することを要望

先進事例：豊中市への行政視察

地域福祉コーディネーター

コミュニティソーシャルワーカー（CSW）

調布市では
４人

5万5千人に
一人

豊中市では
16人

2万5千人に
一人
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地域福祉コーディネーター

出典：豊中市社会福祉協議会
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地域福祉コーディネーター

問題を抱えていても「SOS」を出せずに
見過ごされていることが多いのです。

大切なのは悪者を作らないこと。
「困った人」は、ほとんど例外なく

「困っている人」です。
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厚生委員一同


